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赤
崎
獅
子
舞

開
催
日
時
／
敬
老
の
日
前
日

開
催
場
所
／
敦
賀
市
赤
崎
地
区
八
幡
神
社

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

赤
崎
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら 

伝
わ
る
秋
季
例
祭
の
獅
子
舞

敦
賀
湾
東
岸
に
あ
る
敦
賀
市
赤
崎
地
区
で

は
、
八
幡
神
社
の
秋
季
例
祭
で
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
そ
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
獅
子

頭
を
納
め
た
獅
子
宮
（
神
楽
）
に
文
久
元
年

（
１
８
６
１
）
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
末
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
９
月
15
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
祝
日
法
の
改

正
に
あ
わ
せ
て
、
現
在
で
は
敬

老
の
日
の
前
日
（
日
曜
日
）
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
を
奉
納
す
る
の
は
、
赤
崎
地
区
住

民
に
よ
る
赤
崎
獅
子
舞
奉
賛
会
で
す
。
か
つ

て
は
青
年
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
現
在
は
20
〜
50
代
の
男
性
18
名
が

伝
統
行
事
を
受
け
継
い
で
お
り
、
今
日
ま
で

毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

玉
が
転
が
る
よ
う
な
流
麗
な
舞
、 

見
事
な
早
変
わ
り
は
圧
巻

祭
礼
当
日
は
、
早
朝
か
ら
獅
子
・
飾
り
等

の
準
備
が
行
わ
れ
、
集
落
の
家
々
を
回
り
ま

す
。
夕
刻
が
近
づ
く
と
、
舞
手
た
ち
は
神
楽

を
担
い
で
八
幡
神
社
へ
と
練
り
歩
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
神
楽
の
渡
り
」
と
い
い
、
道
中
で

は
笛
や
太
鼓
と
と
も
に
渡
り
の
音
頭
が
歌
わ

れ
ま
す
。

八
幡
神
社
に
到
着
す
る
と
、
参
拝
・
挨
拶

を
し
、
い
よ
い
よ
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
赤

崎
の
獅
子
舞
は
雌
獅
子
で
、
玉
が
転
が
る
よ

う
な
優
雅
さ
か
ら
玉
獅
子
と
も
称
さ
れ
て
い

ま
す
。
五
穀
豊
穣
・
悪
疫
退
散
を
祈
る
「
鈴す

ず

の
舞ま

い

」
か
ら
始
ま
り
、
獅
子
が
好
物
の
蟹
を

食
べ
る
「
蟹か

に

拾ひ
ろ

い
の
舞
」
や
、
獅
子
が
満
腹

に
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
「
寝ね

の
舞
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
舞
が
披
露
さ
れ
、
目
を
覚
ま
し
た

獅
子
が
獅
子
頭
を
高
く
上
げ
て
舞
い
踊
る

「
高た

か

山や
ま

の
舞
」
で
最
高
潮
と
な
り
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

舞
い
終
わ
る
ま
で
１
時
間
半
に
も
及
ぶ
長

丁
場
で
す
が
、
場
面
ご
と
に
演
じ
分
け
ら
れ

る
華
麗
な
舞
は

見
応
え
満
点
で

す
。
間
に
休
憩

を
挟
む
こ
と
な

く
演
じ
ら
れ
る

の
で
、
演
者
は

気
づ
か
れ
な
い

よ
う
に
獅
子
の

着
物
の
中
に
も

ぐ
り
込
む
な
ど

見
事
な
早
変

わ
り
も
圧
巻
で

す
。
流
麗
な
舞

を
踊
り
こ
な
す

に
は
技
量
が
必

要
で
、
習
得
す
る
ま
で
に
は
数
年
掛
か
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
特
に
獅
子
舞
は
２
人
１
組
で

舞
う
た
め
、
演
者
同
士
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
奉
賛
会
の
メ
ン

バ
ー
は
祭
礼
が
近
づ
く
と
練
習
を
重
ね
、
呼

吸
を
合
わ
せ
て
本
番
に
臨
み
ま
す
。

奉
賛
会
の
会
長
を
務
め
る
宮
下
浩
一
さ
ん

は
「
毎
年
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
獅
子
舞
を
通
じ
て
地
区
の
結
束
力
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
奉
賛
会
の

東
山
雅
紀
さ
ん
も
「
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、

皆
か
ら
の
拍
手
を
も
ら
う
と
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

伝
統
の
祭
礼
は
、
地
域
の
有
志
た
ち
の
手

で
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

祭礼当日は朝7時から57軒もの集落の
家々を回り、舞や笛・太鼓を披露します。

眠っている獅子のまわりで天狗や猿などが踊る
「寝の舞」。着物は赤崎地区の女性のみなさんに
よる手作りです。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の﹁
高
山
の
舞
﹂︒
獅
子
舞
の
舞
手

が
2
人
か
ら
3
人
に
な
り
︑肩
車
で
獅
子
頭
を
高
く

舞
い
上
げ
ま
す
︒

舞
い
終
わ
る
ま
で
約
1
時
間
半
︒

夕
刻
か
ら
始
ま
っ
た
舞
も
終
盤

に
な
る
と
日
が
落
ち
︑秋
の
宵
に

包
ま
れ
ま
す
︒

赤
崎
獅
子
舞

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
優
雅
な
獅
子
舞
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